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たかちゃんえきまえ広場とほ

「第１回たかちゃんえきまえ広場
阿波おどり」が催された。
同広場のネーミングライツの
スポンサーである有限会社長島
工務店が市民も楽しめる催しを、
と企画。同社の長島隆則社長が
知り合いの渋谷区を拠点に活動
している「東京えびす連」（山本
文子連長）に出演を依頼して実
現した。連のメンバー33人がほ
こみちステージとえきまえ広場
で三味線や太鼓、鉦、笛のにぎ
やかな鳴り物に合わせ、女踊り、
男踊り、法被踊りの三種の踊り
を披露した。観客の中から飛び
入りで参加する人もあり、なご
やかな雰囲気だった。
会場では市内のグループによ
るジャズダンスの出演やキッチ
ンカーも出店、家族連れなどで
にぎわった。
長島社長は「初めてだったが、
たくさんの人に喜んでもらえて
良かった。今後は定期的に開催

して街のにぎわいを作りたい」
と話していた。

要約筆記の体験イベント
8月1日にあいとぴあで
聞こえない人、聞こえにくい人
に、その場で音声情報を文字で伝
える文字通訳「要約筆記」につい

とぴあセンターでイベント「#文
字で伝える　やってみませんか」
が開催される。
狛江要約筆記サークル「こまく
さ」が市民提案型市民協働事業と
して催
す。 同
会は平
成11年
に発足、
現在は
当事者
を含む35人で構成、月２回定例
会を開いている。
イベントでは要約筆記の紹介を
はじめ、実際のパソコン要約筆記
の見学や当事者の話を通して理解

を深めるほか、
筆談ボード作
りや筆談体験、
OHC手書き体
験を通じ、文字
によるコミュニ
ケーション支援
の必要性を体験
する。
時間は午前
10時 ～ 正 午。
対象は小学生以

上（低学年は保護者同伴）
で、大人も参加できる。参
加無料。申し込みは７月

問い合わせは komakusa 
komae@gmail.com同会。

三小で梅の実10kgを収穫
梅干しなどに加工して利用
「みんなの食堂in岩戸」を運

西美保代表）が、加工した梅の
実を同食堂などで提供しようと

小学校の梅の実をもぎ取った。
同会は食を通して世代を越え
て居場所づくりを目指しており、
毎月第三水曜日夜に岩戸地域セ
ンターで食堂を開くほか、みそ
造りやらっきょう漬けなどの体
験会を催している。会員らは三
小に５本ある梅の木の実が利用
されていないことを知り、加工
して食堂で提供しようと考え、
学校の許可をとった。
５日には会員５人が脚立に乗っ
て梅をもいだほか、落ちた実を
拾って手伝う児童もいた。この日
は約10㎏を収穫、５㎏を梅干し、
3.3㎏を梅シロップに加工、残り
は冷凍保存して梅みそなどにする
という。このほか、会員に呼びか
け、個人宅で利用されていない梅

の実約10㎏を集め、梅干しとシ
ロップ、ジャムに加工した。

手仕事のワークショップ
柿渋染めや座布団作り

寝具工房いづみや（中和泉
2-12-3）が柿渋染めと座布団作
りのワークショップの参加者を
募集している。
このイベントは、家庭で作る
こともあった布団作りなどの伝
統的な手仕事や技術を多くの市
民に楽しみながら知ってもらお
うと実施するもの。柿渋染めは
５月から開いている。
店主の白井千雄さんは柿渋と
藍染めの作家としても知られ、
むいから民家園の柿渋染め体験
会の講師も担当した。
今回の柿渋染めは同店スタッ
フの横山絵美さん、座布団作りは
千雄さんの娘で寝具製作技能士１
級の資格を持つ千惠さんが指導す
る。柿渋染めはさらしや小さな
トートバッグなどを染める。座
布団は45cm四方の小座布団を

30分～3時30分。対象は小学生
以上（小学生は保護者同伴）、定
員は先着で柿渋染めが各４人、座
布団が各２人。参加費は材料費込
みで3,000円（税込み）。

8月には夏休みの自由研究や思
い出づくりになる親子向け座布団
作りワークショップを開催予定と
いう。
問い合わせ・申し込みは☎
3489-1711寝具工房いづみや。

チアダンス全国３位
猛練習重ね栄冠つかむ

狛江第六小学校６年の外池由

張メッセで行われた全日本チア
リーディング＆ダンス選手権大
会（USA Nationals2026） の
Youth Pom部門SmallAに、当
時の５年生５人で編成された
チーム「Dynah」として出場、
３位に輝いた。
チアダンスはポンポンを持つ
ダンスのフォーメーションや技
の難易度、姿勢、シンクロ具合、
表情などを総合的に評価する競
技。同部門には全国の地区予選を
勝ち抜いた21チームが参加した。
「Dynah」は予選
段階では８位だっ
たが、本番では予
選を大きく上回る
３位を獲得した。
由優さんは５
歳上の姉がチアダ
ンスを始めた影
響で幼稚園から
喜多見のスポー

ツクラブに通ってチアダンスを始
め、グループで踊る楽しさに目覚
めた。小学４年生から競技として
のチアダンスに取り組み、全国大
会で結果を残すという目標を自分
で立て、昨年春に横浜市の強豪チー
ム「BLESTORM Cheer Dance 
Team」へ移籍。大会に向けて猛
練習を重ねてきた。
由優さんは先天性難聴のため、
普段は補聴器を使っている。チ
アダンス競技は音楽に合わせる
ことと、チームメイトとの連携
が必須のため、大きな努力が要
求されるという。
念願の初入賞に外池さんは「努
力が結果につながって本当にうれ
しかった。次は１位をとりたい」
と次の目標を掲げている。母の由
起さんは「チアダンスのおかげで
集中力や協調性が身につき、自信
を持てるものが見つかって良かっ
た。これからもサポートを続けた
い」と喜んでいる。

踊りを披露する東京えびす連

筆談ボード

三小で梅の実の収穫

３位に入賞したチーム「Dynah」
中央が外池さん

えきまえ広場で阿波踊り

ここに掲載している情報については
市民活動支援センターへお問い合わ
せください。

ボランティア募集

■「広報紙こまえくぼ」の配達ボラ
ンティア始めてみませんか？
毎月初～10日頃（１月は20日～月
末）に市内協力店舗などに月１回配
達。「狛江のことをもっと知りたい」
「何かやってみたいけど自分にでき
ることはないかな？」と一歩踏み出

したい人、狛江を散策し
ながら配達してみません
か？　募集の配達先：狛
江駅周辺、野川方面、和
泉本町方面など。配達先1カ所から
でもOK。50～90代が活躍中。
ボランティア体験イベント

ボランティア活動の入口として参加
できるプログラム
■切手ボラ

～２時30分市民活

動支援センター（こまえみらいテラス
内）。集められた使用済み切手の整理
を行う。ハサミを使って使用済み切
手を整えたり、仕分けたりするなど
簡単な作業をするボランティア活動。
■おりがみボラ
１日 ～３時
30分市民活動支援センター（こまえ
みらいテラス内）。折り紙を習った
り、教え合ったりする。習った折り
紙を地域で教えるボランティア活動
にも生かしている。

狛江市市民活動支援センター〒201-8585狛江市和泉本町1-1-5            こまえみらいテラス内
☎5761-5556　FAX5761-5033 casc@welfare.komae.org
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ホームページ


